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○事業概要

○事業名 緊急地方道路整備事業

○路線名 主要地方道浜玉相知線

○所在地 唐津市相知町黒岩

○工 期 平成９年度～平成１４年度

○総事業費 ３６０百万円

○事業内容 道路改築（自転車歩行者道整備）
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○事業位置 ②

全体計画 Ｌ＝９００ｍ
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・並行する国道２０３号の迂回路機能があり交通量
が増加

・歩道の連続性が確保されていないため、路肩部を
通学し２度の県道を横断

○背景と目的

・通行車両の円滑な走行確保

・自転車や歩行者の交通安全確保

よって

・車道の拡幅

・連続性が保てる自転車歩行者道の整備

そのため
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○整備前状況

歩道の連続性が
保たれていない



○整備前現状写真○整備前現状写真

歩行者・自転車・自動車
が錯綜し危険！

路肩部を通学し危険！
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○整備計画
（平面図）

事業区間
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○整備計画（標準横断図）

（田側）

（集落側）

（集落側）

（田側）

11.0

3.0 1.03.5 3.00.5

9.0

0.5 0.5 1.52.75 2.75

整備前

整備後

歩道車道 車道

歩道 車道 車道



○社会経済情勢の変化

○交通量の推移

・ 日交通量が１１１％増加

９，１３０台／日（Ｈ１１調査）

→ １０，１８０台／日（Ｈ１７調査）

・ ピーク時間交通量が１２８％増加

８６２台／ｈ（Ｈ１１調査）

→ １，１０７台／ｈ（Ｈ１７調査）



黒岩地区集落

大野地区集落
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○社会経済情勢の変化

○沿道の利用状況

デイサービス施設

地域グループホーム施設

福祉施設が開設

事業区間



○整備状況写真○整備状況写真

目標地物 信号機が撤去

整備前 整備後

集落側に歩道の連続性を確保



○整備状況写真○整備状況写真

通行車両の円滑化と
歩行者及び自転車の安全を確保

大型車も走
りやすい 自転車も

スイスイ

安全に通学



○県民の意見

【メリット】

○児童等の歩行者及び中高生の通学自転車が安
心して通行できるようになった。

○２度の県道横断など、危険に感じていたが、集落
側に歩道が整備され、安全になり感謝している。

○信号機が無くなり、地元指導員を配置しなくてよく
なった。

【デメリット】

○スピードを出す車が増え危険を感じる。



・車道を拡幅したことにより、通行車両の円滑
な走行を確保しました。

・連続性が保てる自転車歩行者道の整備を
行い、自転車や歩行者の安全性を確保し
ました。

○整備効果

交通事故が減少
８件（H11～H14） → ４件（H15～H18）



○今後課題と改善○今後課題と改善

一部の道路事業において、用地交渉の難航など

により、事業の長期化や計画を変更するなどの

課題がある。

平成１８年に
「道路事業における合意形成の進め方」を策定

円滑な事業進捗と、事業効果の早期発現が期待
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